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　　　　　　　　　　　　　　　　〔I〕Shakespeare史劇の特質
　Shakespeareの死後７年目, 1623年に，かつての役者仲間だったJohn Heminge　と　Henry
Condellによって, Shakespeareの最初の全集が出版された。 First Folio （第１，２折本）と呼ばれ
ているものがそれである．そして，この全集の中に10の作品が史劇として収められたのである．編
者達の悲劇，喜劇の区分けは，その内容には余り関係なく，その結果か死とか別離といった悲しみ
であるか，それとも結婚とか和解といった喜びであるかによって区分けされているのだか(1)史劇
というジャンルを，この２人がどのように考えたのかは明瞭でない．　当のShakespeare自身はど
うかと言うと，悲劇とか喜劇とか史劇といった区分けには全く関心がなかったらしいのである.
Ｒｉｃｈａｒａ１１はTragedy of Richard the Second という名で出版登録所に登録されており，どα?et
の最初に出版されたFirst Quarto （第１，４折本）の扉にはTragical Historie　と印刷されてお
り，Ki昭ＬｅａｒはMaster William Shakespeare his historye of King Lear の名で登録され，こ
の作品の最初の版，第１，４折本の扉にはM. William Shakespeare : His True Chronicle Historie
of the Life and Death of King Lear and his three daughters　と書かれている．このように，
Shakespeare自身は勿論のこと, First Folio の編者だったHemingeとCondellにも，史劇につ
いての規定概念がなかったとすると，われわれは, Shakespeareの史劇を彼の悲劇や喜劇と分つと
ころの特質をどこに求めたらよいのかはたと困ってしまう．しかし，われわれは，史劇のジャンル
に収められている　Shakespeareの10の作品がバラ戦争を中心とする英国の歴史を扱っているとい
う点で共通していることを発見する．そして, Shakespeare史劇の特質は，この事実の中に求める
より他になさそうで声る．
　Peter Alexander (i　intＴｏｄｕｃtｉｏｎt Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの中でTolstoiの定義を参照しつつ，歴史家
と芸術家の相異について述べ<=", Homerは歴史家にあらずして芸術家であった．　しかるにShake-
speareは歴史劇の創作に於て，ある程度歴史家の立場にあった，と結論している.　Alexanderに
よれば，歴史家は事件の結果を扱い芸術家は事件そのものを材料として扱ってその結果には関心を
示さない．そこに両者の相具があるというのである．たしかに, Homerは拓?の中でTroy戦
争そのものを扱って，戦争の結果に対しては何の関心も示していない．　しかしShakespeareは歴
史劇の１つ１つを大きな事件を中心として描き，その事件の結果をその結末で示している．そして
最後のＨｅｎｒｙVIIIの中ではElizebeth 1 世の誕生か描かれ，英国の繁栄が予言されている．
　ところで，新聞もテレビもないShakespeareの時代に，演劇は現代のそれに代る働きをして，
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民衆の教育に一役買っていた．そのため作品が多かれ少なかれ教訓的内容を含むのか常であった.
ShakeSpearｅの作品に於てもその事は否定出来ない．中でも，彼の史劇は悲劇や喜劇より，は
るかに強い教訓性を持っていた．自分か生きた時代と隣接する自国の歴史を主題とする史劇作品
の中で，自分達の時代に適用され得る教訓を，彼か示そうとしたのは当然と言えば当然である.
Shakespearｅ以外にも，その当時，英国の歴史を扱う.作家か多勢いたのであるが，彼らは歴史の中
から，臣下はいかにあるべきか，国王はいかに治めるべきIか，理想的国家とは何かといった教訓を
取り出し，それを人々に示したのである．劇作家に限らずに詩人中の詩人とうたわれたＥdｍund
Sｐenseｒですら，ＦαεΓz°ＥＱzｚＥＥ７zＥの中に歌治的教訓をぞの内容として盛り込んでいる．その際,
作家及び詩人か歌洽理念を持っていたことは言うまでもない.
　それならば，ＳhakeSpearｅ自身の歌治理念はどのようなものだっただろうか．１口で言えば,
国家的統一を可能とし，かつ，その統一を永遠に保持し得る強力な国王，その国王の下に秩序か整
然と守られている国家体系，これが彼の歌治理念の基本でもあった．もっとも，この理念はＳhake－
Spearｅ独自のものではなく，当時の人々全てか承認していた，万人共通のものでもあった．またこ
の理念はこの時代独自のものではなく中世の人々が宇宙の構造と宇宙の存在物に対して抱いていた
思想の根本を貫く秩序観をその根底としていた．それでは，中世の人々は，宇宙の構造をどのjミう
に捉えていたのであろうか．彼らは，宇宙はいくつかの天球から成つており，その天球は多数の惑
星を含んで音楽に合わせて回転していると考えていた．そして‘，この音楽に調和して人間の魂も音
楽を奏していると考えられていた．この最後の事実は小宇宙である人間が大宇宙である宇宙そのも
のと対応しているという考えによるものであつた．この自然界はいくつかの平面，神と天使からな
るもの，大宇宙，国家，小宇宙（人間)，勁物界，植物界，等々から成つていて，それぞれが対応
しているという考え方があつた．この対応の考えは，Ｉつの平面での不調和が他の平面のそれを生
むという考えに発展していつた．天上の異変が地上の悲惨事を予言したり，人間界での血なまぐさ
い行為が勁物の世界にも影蓉を及ぼすといつた考えがそれである．また宇宙の存在物について彼ら
は，それら一切が存在の鎖によつて迪結していると考えていた．人間はこの鎖の真中に位置してそ
こで霊的な存在物と物質的存在物とが結ぱれていた．人間から上は天使がそれぞれの階級に従つて
天体そのもの，惑星でも，また宇宙の中心たるこの地球でも，
上下の別を，序列を，位置を守ります．さらに，
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規則，方向，釣合い，季節，形式，職務，慣習，
すべて正しい秩序のもとに厳守します･
それゆえにかがやく太陽の大惑星は，
天空高く他の惑星にとりまかれ;
尊い王座につき，その正しい威光は
よこしまな遠星の影響をただし，
さながら国王の大命のごとく，思いのままに
善にも悪にもすみやかにおよぽすのでありまず5'
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等々の台詞は, Shakespeareが中世思想をいかに採り入れていたかの例証である．
　しかし, Shakespeare　の史劇では，この秩序が厳守されている平和な状態が描かれているので
はない．大体において国家の混乱が描かれ，上述した秩序の思想は，作品のあちこちで，その混乱
に対する批判の道具として機能し，秩序を保つ平和な状態は願望として描かれているに過ぎない．
更に，崩壊の様はただ雑然と描かれている訳ではない．　原因と結果つまり, cause and effect の
歴史観で歴史の流れが捉えられている．そのため混乱の原因が明瞭に指摘されて史劇作品か持って
いる教訓的色彩が更にいっそう強められているのである．この歴史観も，実はShakespeareの創
造によるものではなく当時の人々に承認されていた歴史観であった．以下に少しく，この歴史観に
ついて，更には，この思想によってバラ戦争を中心とする英国の歴史か，具体的にどのように捉え
られていたかについて触れておきたい．．
　英国最初の本格的歴史書は, 1534年出版のPolydore Vergil のＡｎｇＪｉｃａＨｉｓtｏｒiaを以って始ま
ると言われている. Polydore Vergil　はイタリア人で後年英国に帰化した歴史家である．さて，
1422年のHenry v の死から1485年のHenry vII即位に至る期間，英国は血で血を洗う内乱の時
代であった．　この内乱はRichardⅢを倒しEdwardⅣの娘Elizabethと結婚したHenry Tudor
Richmondによって，ようやく，終止符を打たれた．　しかしRichmondは王位についたものの直
系の王位継承者ではなかった．　しかも，平和を取り戻したとは言え，彼の回りには，王位をねらう
者が跡を絶たなかった．そこで，王はPolydore Vergil･に英国史を書くことを命じ，自分の王位を
正当化しようとしたのである．命を受けたVergilは古.代伝説の時代からRichmond登場にいた
る英国史を因果の歴史観で書き, Henry vn がArthur王の子孫に当るという伝説から彼の登場が
Arthur王の再来であるとの見解を添えて，王に献上したのである．これか後に続いた歴史家達に
受け継がれ，更にはShekespeareへと受け継かれていったのである．　次には，こうした歴史観に
よってバラ戦争時代の英国の歴史がどのように捉えられていたのかを以下に書いておこう．
　バラ戦争の原因はBolingbrokeがRichard n をPomfret城で暗殺したことにあった. Bolingbroke
はHenry IVとして王位につくが，対外的にはフラソスとの戦い，国内ではPercy 1 家を代表する
反乱軍に悩まされる．彼の治世は片時の平和も許されない．因果の観念からすれば当然のことであ
る．　しかし，神は, Henry王が過去の罪業を心から悔いていることに免じて，厳しい徴罰を加え
ることを控える．　王の死後王位を継いだHenry v は政治的実行力と敬虚な態度によって平和な
生涯を送る．　だが，王位略奪者を父に持つという後ろめたさとそれがゆえの不安が付きまとう.
Bolingbrokeが犯した罪に対する天罰が下るのは孫のHenry VI にである. Henry VI 即位後，間
もなくして，各地に王位を揺るがすような事態か生ずる．中でも，自分達こそ王位継承者であると
主張するYork家との間に繰り広げられたバラ戦争において，神の徴罰はその極に達する．その結
果, York家に王位を奪われ, Lancaster家のHenry VI とその子のEdward v は殺害されてしま
う．かくして，王位はLancaster家からYork家へと移るのだが, York家の者達もBolingbroke
と同罪を犯す. Warwickらに追われて国外に逃亡していたEduwardⅣは英国の土を踏んだ時，
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York家の公領のみを要求しておきながら，その答いを破って王位につく．追放の身であった
Bolingbrokeが帰還した時公領のみを要求しておきながら, Richard n から王位を奪ったのと同じ
である. EdwardⅣの弟Clarence公も, Henry M を支援するWarwickらに与しておきながら，
やがては，兄弟らとともに王位略奪を謀っている．彼は弟のGloucester (後のRichardⅢ）とと
もにHenry Vi の息子のEdwardを殺害する. York家の初代の王Edwward IVは神への敬虚な信
仰によって天罰を免れるのだが，罰はその息子達に下乱息子達の命を奪うのは，王の弟Gloucester
である. Clarence公も誓いを破ったことの天罰として，弟Gloucesterの放った刺客の刃にかかっI
て倒れる．こうした，混乱の世の中に, York家の刃を遠く離れ，摂理の力に育くまれたLancaster
家の血を引くRichmondが神の御使いとして現われ, Richardを例しEdward IVの娘Elizabeth
と結婚する．この結婚によって, Lancaster家とYork家の合体が成立し，英国に新しい秩序が生
れる．以上が当時の歴史家達が考えるバラ戦争観であり, Shakespeareのバラ戦争観であった.
　こう言うことであるから, Shakesespeareの史劇はレ国家の悲惨事や国王達の浮き沈みが，悲劇
的筆致で描かれているけれども，こうした諸々の条件の下で，人間と人生が捉えられているため，
後の悲劇作品には，１歩おくれをとっていることは否めない．しかし, Shakespeareは，これらの
条件にかんじがらめにしばられてしまってはいない．彼はこれらの条件を満たすためにのみ創作し
ているかにみえる同時代の史劇作家とは違っていた．時には，われわれは，後の悲劇作品や喜劇作
品の登場人物に，決して，ひけをとらないような魅力的人物を，彼の史劇の中に発見する．また，
後の作品の中で扱われている問題か，史劇の中ですでに，非常に鮮明に扱われていることを知る．
ＲｉｃｈａｒｄＨの中で国王を通して追求している死の問題はＨａｍｌｅtの主題と同一線上にある．また
RichardⅢは単に悪人として描かれているのではなく, Shakespeare作品に登場する他のいかなる
人物にも劣らぬ魅力を持っている．また, Shakespeareは歴史の中にFalstaff　という途方もなく
楽しい人物を投入して，人生と歴史の意味を，われわれに問いかけている．
　以上Shakespeare史劇の背景を成し，その特質を作り出しているいくつかの要素について概観
して来た. Shakespeare史劇は上述したように，これらの要素を受け継ぎながら，それらにしばら
れることなく，魅力ある人物を生み，人間の問題，歴史の問題をわれわれに示している．ここに，
もう１つShakespeareの歴史事実の取り扱いの問題が起ってくる．歴史劇か内包している教訓
性，歴史観，秩序の思想は，それ自体では，作品の側に歴史的事実の歪曲を強制するということは
あり得ない．しかし，作者か歴史を扱いながら，単なる教訓劇，歴史書の域を越えた芸術作品を創
り出そうとする時，どうしても，架空的人物の投入，歴史離れということが必然となる．具体的に
Shakespeare史劇の中に例を求めるとすれば，Ｈｅれ･ry lχ
万7における　Queen Margaretの登場といったこと，あるいは各作品にみられる年代順の変更等
が顕著な例として挙げられよう．こうした場合，作品か扱っている歴史は現実性を失い，全く架空
なものになってしまうと懸念されよう．しかしShakespeareの史劇においては，こうした架空人
物の投入とか年代順の変更とかは，それらの作品の中で扱っている時代をその歴史から遠去けてし
まうどころか，その時代を，生き生きと，われわれに伝える働きを’している．それは，史劇作品へ
の架空の投入や年代順の変更が，彼の歴史的直観力と文学的想像力とか捉えたところの時代を内部
から支え動かしている力，つまり，時代精神，国王の内面，あるいは，反乱者の内面を，人々に伝
えようとしたためのものであり，しかも，それか彼が正しく認識していたその時代の流れの骨格
を，決して，冒さずに，実践されているからである.
　Shakespeareの史劇が，われわれに，バラ戦争を中心とする英国史について，正しい知識を与え
てくれると同時に，歴史を勁かしているものの実態をも感じさせてくれるのは，彼の歴史事実の正
確な把握と歴史的直観力，文学的想像力が見事な調和を保持しているからである．
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（1）もっとも，彼らはＣｙnihelineをＴｈｅ ＴｒａｇｅｄｙｏｆＣｙｍｂｅｌｉｎｅ　という名で悲劇のジャタルの中に置
　き，現代の学者達によって修正を余儀なくされている．またＴｒoilｕｓ ａｎｄＣｒｅｓｓｉｄａを史劇と悲劇の中間
　に置いて，史劇とも悲劇ともあるいは喜劇とも決めかねるような編集をしている.
（2）但しこの中のＫｉｎｇ Ｊｏｈｎはかなり古い時代のJohn王の宗教問題，対外戦争を扱っている.
(3) Peter Alexandｅｒ, Intｒｏｄｔｔｃ£ｔｏｎt Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ^Ｐ.82, William Collins, 1964.
（4）「ヘンリー５世」，１幕，２場, 180行目～183行目.
（5）「トロイラスとクレシダ」，１幕，３場，85行目～94行目．
　　　　　　　　　　　　　〔n〕Shakespeare史劇の舞台を訪ねて
　　Shrewsburyの戦場
　LondonのEuston駅からBirmingham経由でおよそ２時間半でShrewsburyの市に到着．駅
前からタクシーに乗って15分程すると戦場跡を示す看板か見えて来た．そこを左へ折れてなだらか
な丘を登っていくと　Battlefield Church　という名の教会か建っていた．　この辺りでHenryⅣ，
Prince Hal の率いる国王軍と　Henry Hotspur の率いる反乱軍とが壮絶な戦斗を展開したのは
1403年７月27日のことであった．この日この地で生命を絶った者は２千名もの数に上ったと言われ
ている.
　ShakespeareはＨｅｎりIV，第１部の終幕をこの戦場での両軍の戦斗に当てている．熱血漢
Hotspurの率いる反乱軍と国王軍の戦場に臨む様子，あるいは戦斗の開始の直前に，国王がHotspur
側に和解の申し出をしていること等は史実そのままである．しかし，あのでぶっちょで大法螺吹き
のFalstaffが，徴兵権を悪用してかき集めたぼろくずみたいな部下と共に馳せ参じ, Scotlandヽの
なうての強者Douglasに１撃を喰って死んだ風を装って難を逃れ，あげくの果てには王子の手柄
を，例の舌先３寸で横取りしてしまったのも，この戦場での出来事として描かれている.
　1399年，時の王Richard U をPomfret城で暗殺したBolingbrokeはHenry IVとして王位に
つくのだが，彼の治世は決して安穏なものではなかった．元々，王位略奪者でしかなかった彼の内
面には，自分が王座を追われるのではという不安があった. England北部で最も強力な支配権を持
ったPercy家は, HenryⅣの王位略奪に功積をあげた一家で, Henry王の王領を常におびやか
していたWalesのGlendwer, Scotlandの　Douglasの征伐の任に当っていた．しかし，この
Percy一家もHenryⅣ王から与えられた報償を不満とし，両者の関係は，おだやかならぬもの
かあった．そして，この関係がやがて悪化し，それか極に達するという事態が生じて来る．王と
Percy家の対立抗争の直接の原因はPercy家の長男Henry Hotspur がScotland, Wales地方
の反乱軍征圧のための軍資金を王に願い出たところ継られたということにあったらしい．また，
ShakespeareのＨｅｎりIV，第１部の中に描かれているように, Hotspurの義弟Edmund Mortimer
がGlendowerの捕慮となった時, Hotspurが王に義弟の釈放に力を貸すよう申し出たのに，王
がMortimerの捕虜は，実は王位を狙うための偽装工作で，自から進んでGlendowerの軍に身
を投じたのだと公言して, Hotspurの要請を距絶してしまったことも，対立の原因の１つであっ
たと言われている．王からこうした仕打ちを受けたHotspurは，自分の敵であったGlendower,
Douglasらを味方にして進軍を開始したのである．軍勢はおよそ２万であった．しかし，この時父
親のNorthumberlandｲ白はYorkの方に留まっていたし, Glendowerも，どういうわけか，到着
がおくれて参加していない．　彼らの進軍はChesterからShrewsbury へ向けてのものであった．
これはWales地方の反乱分子の征圧の任に当っていたＨａｌ王子がその本部をおいていたShrews-
buryの城を攻落せんとのものであった．一方，この反乱軍の進軍を耳にした国王は王子を助ける
ためStafford卿らと共にＬｏｎｄｎから北上し，王子の軍と合流して，反乱軍の攻撃に備えたのであ
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　　　　　　　　　　　　　　　　－
る．国王軍もその数は２万程度であった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ
　戦場跡の看板のある辺りから，北へ向ってなだらかな傾斜か始,まり，それは教会から更に北へと
続いている．その丘の頂上に, Hotspur軍が，東から西へと軍を敷き，ちょうど教会をはさんで真
向う形で，看板のある辺りから東側に王とStafford卿とか指揮する軍，その西側にＨａ１王子の軍
が陣取ったそうである．この時Shrewsburyの僧院長Thomas Prestbury か和解調停のため，両
軍の間を走ったが無駄であった．正午を少し回った傾，国王軍が行動を開始，これに応じたHotspur
軍との間に壮絶な戦斗がくり返されたのである．反乱軍の激しい攻撃に会って，一時，国王軍は隊
列を乱し後退する. Hotspurは，いっきょに国王軍を壊滅しようとしたけれども，それ迄，万を期
して待機していたＨａｌ王子の軍が反乱軍を横から，更には，背後から急襲し，不意をつかれた反
乱軍は，混乱状態に陥る. Hal王子は，この時，顔に槍を受けかなりの傷を負い，部下か後方で休
むようすすめたけれども，指揮官としての立場を力説して，一歩として退かなかったと言われてい
る．　この王子の態度に勢いを得た部下は反乱軍を攻め，ついに総大将Hotspurは王子軍の一兵士
の槍に倒れる. Hotspurの死を知った反乱軍の兵士は動揺し逃走を始め，やがて，国王軍の勝利と
なったのである．その時，陽は西に大きく傾いていたと言われている．これから数年後, Henry IV
は，戦いの直後に両軍の戦死者の遺体を埋めた溝の上に教会を建て，彼らの霊を弔ったのである．
　私はタクシーを降りBattlefields Churchと名付けられた教会の前に立った．かなり古ぼけて見
ｉ１
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Ｕ
い
ﾄらｰ|
???
????
?
toHadnall
【二二】Henry 1V／
[二二]HenryIVs army
KiSit Hotspur'sarmy　｡　　｀
　　　　　Shrewsburyの戦いの模様
戦場跡に建っBattlefield Church
to Shrewsbury
Shakespeare史劇の研究 (関谷) 91
えるその教会の外側を草を掻き分けながら進むと東側の壁にHenryⅣ王の像が刻まれていた．そ
の像も風雨にさらされたためかかなり傷んでいた．一周して中へ入ると教会改修のための寄附を求
める掲示かあり，その傍らには壁からくずれ落ちた破片が散らばっていた．左右の窓にHenryⅣ，
Ｈａ１王子, Stafford卿を始めこの戦いに参加した国王軍側の武将達の紋章か飾ってあった．教会を
出ると直ぐ西側に, Evansという人のかなり大きな家が建っていた．そしてそのすぐ南側に池があ
り，池の周囲には戦いの当日には未だ若木であった比違いない大きな樫の木が何本かそびえ立フて
いた．そして，夏の陽を避けるのには格好の場所を作っていた．　教会とEvans家を除いて，他は
全て戦斗当時そのままの姿であった．暑さを逃れて，池の辺りに立って，雑草の生茂る草原を見回
していた私の脳裏に，国王軍と反乱軍の激しい戦斗の様が浮んで来た．そして，丘の向うから酒の
入った皮袋をぷら下げて，大ぽら吹きのFalstaffかのこのこやって来そうな思いがしたのも事実で
あった.
　　Bosworthの戦場
　Shrewsburyの戦場を見学した後,･いったん駅へ戻った私は，そこからすぐ近くの丘の上にある
Shrewsbury城を訪ねてみた．眼下にSevern川がゆるくカーブして流れていた．川辺り迄行って
みたく, Fish Street と呼ばれる坂を，ぶらぷらと降って行った．土手は思ったより急で川に降りる
ことは出来ず，川にかかる橋の上に立って水の流れを見ていた．　その時，私は･　Ｈｅｎｒｙ IV, 第１部
でMortimerが何時間もGlendowerと戦ったと報告をする場面があったこと，また，同じ第１部
で反乱軍側の武将Hotspur, Glendower, Douglasが，領土分割の件で協議していた時，このSevern
川が分割の境界を成していて, Hotspurが，自分に与えられるべき領土がSevern川のカーブで狭
まってしまっていると，他の２人に文句をつける場面があったことを想い出した．ややあって，駅
へ戻るため，今来た坂道を引き返すことにした．その坂を上り切る少し手前にLion Hotel という
名のホテルがあり，その横に一見Ｔｕdor朝造りのレストランがあり，その道路に面している２階
の壁に
　　　　　　　　　　　　　　　YE AGEING HOUSE IN WHICH
　　　　　　　　　　　　　　　KING HENRY ＶⅡＬＯＤＧＥＤ
　　　　　　　　　　　　　　　WHEN HE WENT TO　BOSWORTH
　　　　　　　　　　　　　　　FIELD AUGSS　1485
という金文字が刻まれた看板がかかっていた･
　たった今訪ねたばかりのShrewsburyの戦場でHenryⅣは手強い相手だったPercy家を倒し，
平和な治世を送った後, 1413年病の床で息を引き取る．父親の王位を継いだＨａ１王子ことHenry
v王は, Calais地方での対仏戦争で大勝利を収め国内的にも不平分子を平らげるといった立派な王
様であった．今でもイギリス入の間に人気の高い王様である．しかし，この後を継いだHenryⅥ
王は病弱な王様であった．このか弱いHenry VI 王に対してYork公Edwardが反旗を翻すとこ
ろとなる．自分が母方を通してEdwardⅢ王の王子Clarence公の血を引いているからEdwardⅢ
に最も近い血縁者であるというのが彼の言い分であった．かくしてHenry VI 側のLancaster家と
Edward側のYork家との間に激しい争いか生まれる．世に言うバラ戦争がそれである．骨肉相食
む内乱の末，白バラのＹｏrk家が天下を取りEdwardかEdwardⅣ王として即位するのだが，や
がて，彼は幼い２人の息子と１人の娘を残して病死する．二人の王子の中の兄の方が王位を継ぐは
ずであったけれども，亡き王の弟Gloucester公は２人の甥をLondon塔に幽閉し，刺客を使って
暗殺しRichardⅢの名で王位につく．彼はその後も非道を重ね／ついにLancaster家の血を引く
Henry Tudor Richmond が亡命先のフランスからフランス王, Charles IV王の支援を受け，暴君
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Richardを倒すべくWalesの西海岸Milford Heavon に上陸，イングランドの中央部Leicester
に向けて進軍して来たのである．時に1485年８月のことであった．そして，１夜の宿をこのLion
Hotelの１室に取ったのである．彼の軍勢は今見て来たSevern川の岸が南へと広がる牧草地帯
で宿営したのだろうか. MilfordからShrewsbury迄はおよそ150マイル，少なくとも８日はかか
ったはずである. RichmondがフランスのBrittanyを２千名の部下を率いて出発したのは８月１
日, Milford Heavon 上陸が８月７日，とすればLion Hotel での宿泊は８月15日の夜, Bosworth
の戦いのちょうど１週間前ということになる．長途の旅の疲れをいやすRichmond軍の傍らには，
これを支援するOxfordｲ白とその部下，それにWales地方の武将Gilbert Talbot とその部下か
いた．　１夜を過したRichmondは，自分の母と再婚しているThomas Stanley, その弟のWilliam
Stanleyから協力の約束を得，勇気百倍してBosworthへと進軍し, Whitemoorsに陣を敷く．そ
れ迄には，彼は, RichardⅢを見限って逃亡して来た兵士達や，この周辺の地形に詳しい農民遠の
支援も得ていた．
　一方, RichardⅢは，これにどう対処したであろうか．王はそうした不穏な動きを察して部下を
率いて北上しその頃Nottinghamの市に滞在していたのであるが, Milford Heavon とNottingham
の距離は220マイル，いくら早馬で飛ばしても４日はかかる道程である．したがって, Richardが
Richmondの上陸を知ったのは早くて８月10日であった．この報を耳にするや，彼は諸国の武将達
にNottinghamに参集するよう命令している．これは１種の威で，これを拒む者は生命は勿論，財
産全てを没収するといった命令であった．この頃，つまり, 1485年の夏頃Richard王と臣下との
間には信頼関係は存在していなかった．自分に対する部下の反逆を恐れた王は，その恐れから身を
守るため，逆に，恐怖政治を生み，それが，王と臣下との断絶を，いっそう大きなものとしていた
のである. Richardの強力な部下であったThomas Stanley卿は, 1485年の春にRichmondの上
陸を予期してかRichardの元を離れLancashireの城へ帰っている．その時, Richardは彼の長男
Strange卿を人質として自分の元においておくよう命じている．
　さて，王の命令で集って来たのはBrackenbury卿とNorfolk卿かLondonから軍を率いてや
って来たに過ぎなかった．頼みの綱とも言うべきThomas Stanley 卿とNorthumberland卿が北
からやって来なかった．しびれを切かして待っていたRichardの下にのろのろ到着したNorthum-
berlandを最後にRichardはBrackenbury, Norfolkと共に, Roman Road と呼ばれる道を西へ
行進しBosworth平原のAmbion Ｈｉｎと呼ばれる丘に陣を敷いたのである．それは８月21日の夜
であった．当時Ambion Hill の南側の斜面は大きな沼地でありRichard軍とRichmond軍との
間にはこの沼か広がっていたはずである．丘め北側にも，あちこち，沼が点在し，辺りを小川が貫
流していたと言われている．最後迄姿を見せなかったThomas Stanleyはどこにいたのだろうか．
彼の立場は極めて徴妙であった．すでにRichmondに味方すると約束しているものの息子の生命
か危ぶまれるような事をするわけにはいかなかった．彼は弟と共に身を穏していた. Ambion Hill
に軍を敷いた時Richardの軍勢は　１万２千名程であったと言われている．１方のRichmondの
軍は５千程度, Stanley兄弟の軍と合わせて１万１千程度であった. Richardは兵士の数では敵を
しのいでいることは承知していた．しかし，彼には不安があった．第１にStanley兄弟か姿を見せ
ぬことであった．それに, Northumberlandの忠誠が疑わしいことであった．
　このような不安の中でRichardは一夜を過ごす．８月22日の朝，うっすらと丘の上に張ってい
た初秋の薄い霧が晴れた時はるか北西の丘の上にStanley兄弟の軍が陣取っているのか見えた･
Stanley兄弟は夜の閤の中にRichmond, Richardの両軍を見下ろす丘に，どちらにつくのか分ら
ない格好で陣取ったのである. Richardは隊を整え沼から北に向けての軍をNorfolkの指揮下にお
き，自分はその北東に陣を取り, Stanley兄弟の軍が背後から攻撃をしかけて来た時の用意にAm-
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bion Hill の北東に　Northumberlandの軍をおいためである．一方Richmond側はTalbot卿が
右翼, Oxford 51]が中央, Richmondが左翼といった形で，行動を起し，朝陽を背に受けながら，
右翼を沼に守られるようにして進んで，東と西に両陣か対峙するところとなる．攻撃をしかけたの
はRichmond側の中央部隊Oxfordの率いる軍であった，何時間にもわたる壮絶な戦斗の中で，
Richardは，だんだんと，あせってくる．自分の側から，敵側に逃亡する兵士か増え，このままで
は敗北するしかなかった．後方に控えている　Northumberlandは攻撃開始の命令を無視して傍観
しているだけである. Stanley兄弟の軍も，不気味にじっjと見下ろしているだけであった．このま
までは形勢はますます不利になるだけである．何とか早い中に相手側に致命的打撃を与えねばと思
いあぐねていた時，はるか丘の下の方を，竜の旗をひらめかせながらStanley兄弟に応援を求めて
走るRichmondの姿が目に入る．総大将の首をはねて敵兵の戦意をくじくより他に勝利への道は
ないとみたRichardはRichmondをめかけて丘を駆けおりでいく．その時，丘の上から全てを
静観していたStanley兄弟の軍約６千名か行動を起こしRichardと彼に付き随う少数の騎馬兵を
襲う．白馬に跨って恒戦したものの，ついには沼地に追い込まれ，馬を失い, Richmond, Stanley
兄弟の軍に囲まれ倒れる．王冠か草むらから探し出され, Crown Hill と呼ばれるStoke Golding
の丘へ運ばれ, Thomas Stanley の手からRichmondの頭上におかれ，ここにTudor王朝か始ま
ったのである.
　Shrewsburyの戦場を見学した翌日，私は, Bosworthの戦場を訪ねてみた. LondnのEuston駅
から１時間半Nuneatonの市に到着．駅前からタクシーに乗って，10分程の所に, Sutton Cheyney
の教会があった．その教会の壁にRichardⅢとBosworthの戦いで倒れた信仰あつき者達を讃え
るという次の碑文か刻まれていた.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Remember before God
　　　　　　　　　　　　　　　　　　King of England
　　　　　　　　　　　　　　　　　　And those who fell
　　　　　　　　　　　　　　　　　　At Bosworth Field
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Having kept faith
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22 August 1483.
そしてその横に　Richard王がここで最後の祈りをした旨の文か書かれていた．教会はこじんまり
したもので，古びたものであった．教会の中に立って，私はRichardがいったいどのような祈り
を神に捧げたのか知りたかった．歴史家のある者はRichardを弁護し彼を善良で立派な王であった
と主張している．現に，この教会の碑文も彼を讃えており，その後訪ねた戦場の柵にもRichard王
が王位略奪者のHenry Tudor と戦った戦場という意味の次の文が書かれていた.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Near this spot on August 22nd 1485
　　　　　　　　　　　　　　　　　　At the age of 32レKing Richard Ⅲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fell fighting gallantryindefence
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Of his realm & his crown against
　　　　　　　　　　　　　　　　　　The usurper Henry Tudor.
しかし，真実はどうも逆で, Shakespeareによって描かれているRichard像が本当であったよう
である．とすれば，あのような殺りくを重ねたRichardが，どのような気持ちで神に向っていた
のか知りたかった．そんな事を考えながら教会を出て，私は，外に待たせておいたタクシーに乗っ
て, Bosworthの戦場に向った．５分もするとBattlefield Center と書かれた看板の建物か見えて来
た．その前で車を降り，戦場を一巡することにした．そこからすぐ近くの戦場にKing; Richard's
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Wenと名付けられた井戸かあり，今は乾いて水は見られなかった．井戸の壁に，戦斗にのぞんで
Richard王が水を飲んだ井戸という金文字が書かれた板がかかっていた．戦斗当時は水が溢れ沼地
をうるおしていたであろうが，その南側に広がっていたはずの沼地も，今は草が繁り，そこにも
水は見られなかった．白い花をつけた雑草か生い茂っているだけであった．そこから丘を上って
Ambion Hill の頂上に立った時, ShakespeareのＲｉｃｈａｒd Illの中でRichardに殺された人達か
亡霊となって現われRichardを呪いRichmondを祝福したのは，この場所であったことを想った．
それから西へと歩を進めると，丘の中腹に猪が染め抜かれたRichardの旗，丘の麓に竜が染め抜
かれたRichmondの旗が，風を受けてはためいていた．それらは, Richard軍とRichmokd軍
が戦斗開始の直前に陣を敷いた位置を示していた．私はRichardが白馬に跨ってRichmondを求
めて馳け下りていったであろうその丘を１人でゆっくりと降りていった. Stanleyの軍に襲われれ
ば，自滅しかないことは百も承知だったはずである．いや，そんな理性はその時には彼に残されて
いなかったかも知れない．せむしでびっこの彼，道を歩けば，犬にまでみにくいと吠え付かれた
彼，平和には生れつき不向きだと自らの手で戦いを造り上げ，その歯車を回わし続けて来た彼，そ
の彼に取って，この丘を馳け下りていくことは喜びですらあったのだろうか．いや，人間の業とも
いうべきものがそうさせたのであろうか．丘を30分程下った時，私は，彼の終焉の場所を示す碑文
の前に立っていた．そこには次のように書かれていた.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Richard, the last　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plantagenet King of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　England was slain here
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22nd August 1485.
　顔からしたたり落ちる汗を拭いながら，私はそこにしばらく立っていた．そして，「馬を持うて
来い！馬を！馬を持って来た者には王国をくれてやるぞ！」というRichardの最後の絶叫をはる
か遠くに聞いていた．
（注）訪問記を轡くに当って下記の昏を参考にした．
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?
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?????
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